
い
し
か
わ 

SAKURA SUGI UGUISU

平成16年8月1日発行 
第535号 

�
���� �����	

町
が
好
き
、人
が
好
き
、み
ん
な
で
つ
く
る
町
が
一
番
好
き
 

元
気
で
す
！
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
―
2
 

あ
な
た
の
保
険
料
が
支
え
ま
す
！
介
護
保
険
―
4
 

９
月
５
日
は
福
島
県
知
事
選
挙
投
票
日
で
す
―
5
 

男
女
が
共
に
働
き
や
す
い
町
づ
く
り
を 

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
　
パ
ー
ト
④

―
6
 

石
川
町
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
　
パ
ー
ト
④

―
7
 

街
か
ど
探
検
隊

―
8
 

こ
ん
に
ち
は
・
み
ん
な
の
広
場

―
10
 

町
史
編
纂
室
だ
よ
り 

ほ
か

―
12 
 

ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル 

ほ
か

―
13
 

元
気
に
な
る
い
い
話 

ほ
か

―
14
 

カ
レ
ン
ダ
ー 

ほ
か

―
15
 

小
さ
な
美
術
館 

ほ
か

―
16
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石川町長寿番付表 ●平成16年7月21日現在 
西 東 

石

川

町

長
　

西
牧
　
立
博 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
　

近
藤
　
　
隆 

  

石
川
老
人
ク
ラ
ブ
　

鹿
岡
　
主
計 

新
田
老
人
ク
ラ
ブ
　

近
藤
　
　
隆 

外
槙
老
人
ク
ラ
ブ
　

吉
田
　
義
朝 

  

沢
田
老
人
ク
ラ
ブ
　
　

郷
　
　
正
光 

野
木
沢
老
人
ク
ラ
ブ
　

矢
吹
　
重
治 

母
畑
老
人
ク
ラ
ブ
　
　

滝
口
　
義
丸 

  

中
谷
老
人
ク
ラ
ブ
　

角
田
　
雄
幸 

山
橋
老
人
ク
ラ
ブ
　

生
田
目
忠
一 

 

審
判 

行
司 

行
司 

行
司 

永
沼
　
六
郎 

大
島
ミ
チ
ヱ 

近
内
　
セ
ン 

酒
井
　
ハ
ル 

前
田
　
　
勝 

大
平
　
キ
ク 

酒
井
　
末
治 

近
内
　
良
代 

南
條
　
チ
ヨ 

金
澤
　
ト
ク 

小
木
　
清
美 

坂
本
キ
ク
ノ 

岡
崎
ナ
ヲ
ヱ 

遠
藤
　
サ
ノ 

戸
村
　
ト
メ 

小
林
　
武
雄 

山
崎
　
キ
ク 

遠
藤
　
義
勝 

佐
藤
　
三
郎 

吉
田
ミ
ヨ
シ 

西
牧
　
フ
ミ 

吉
田
ヒ
テ
ヨ 

志
賀
　
ハ
ナ 

添
田
周
太
郎 

小
木
　
キ
ク 

遠
藤
　
マ
チ 

瀬
谷
イ
コ
ウ 

小
木
　
　
忠 

九
九

九
八 

九
七 

九
七 

九
七 

九
六 

九
六 

九
六 

九
五 

九
五 

九
五 

九
五 

九
五 

九
五 

九
四 

九
四 

九
四 

九
四 

九
四 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

湯
郷
渡
字
米
子
平 

王
子
平 

中
野
字
悪
戸 

山
形
字
松
森 

沢
井
字
藤
沢 

塩
ノ
平 

沢
井
字
五
反
分 

中
野
字
杉
内 

南
山
形
字
中
野
沢 

下
泉 

板
橋
字
上
松
ヶ
平 

下
泉 

双
里
字
双
里 

双
里
字
双
里 

山
形
字
岸
久
内 

沢
井
字
西
ノ
作 

大
橋 

山
形
字
若
林 

沢
井
字
東
内
打 

新
屋
敷
字
鷹
ノ
巣 

鹿
ノ
坂 

当
町 

屋
敷
入 

北
山
形
字
沢
尻 

板
橋
字
坊
屋
敷 

山
形
字
若
林 

中
田
字
浮
内 

板
橋
字
坊
屋
敷 

横
綱 

大
関 

関
脇 

同 同 小
結 

同 同 
前
頭 

同 同 同 同 同 同 同 

同 同 同 同 同 同 同 同 

同 同 同 同 

大
塚
　
ミ
ノ 

丹
内
　
ユ
キ 

有
賀
　
シ
ヅ 

平
田
ア
ヤ
子 

柳
沼
　
　
進 

添
田
　
チ
ヨ 

諸
岡
　
ヤ
イ 

小
湊
　
ヨ
シ 

熊
懐
　
ヤ
ヱ 

小
野
間
キ
イ 

鈴
木
　
タ
ケ 

須
藤
　
ミ
ヨ 

曲
山
　
デ
ン 

添
田
　
ミ
ツ 

渡
辺
　
キ
イ 

角
田
　
友
義 

蛭
田
　
チ
ノ 

常
松
タ
子
ヨ 

永
沼
　
荘
次 

添
田
　
マ
キ 

相
楽
　
タ
ミ 

板
橋
　
八
重 

高
橋
よ
し
子 

緑
川
　
シ
ゲ 

相
楽
　
サ
イ 

郷
　
　
重
信 

仲
本
　
セ
ン 

鈴
木
　
英
二 

九
八 

九
八 

九
七 

九
七 

九
七 

九
六 

九
六 

九
六 

九
五 

九
五 

九
五 

九
五 

九
五 

九
五 

九
四 

九
四 

九
四 

九
四 

九
四 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

南
山
形
字
中
野
沢 

双
里
字
谷
津
前 

塩
沢
字
ニ
斗
蒔 

北
山
字
関
場 

下
泉 

北
山
形
字
萱
手
作 

白
石 

谷
地
字
竹
ノ
花 

鹿
ノ
坂 

南
山
形
字
中
野
沢 

中
田
字
下
矢
造 

板
橋
字
北
浮
庭 

塩
沢
字
大
日
向 

北
山
形
字
大
平 

母
畑
字
長
石
田 

沢
井
字
竹
柄 

南
山
形
字
中
野
沢 

塩
ノ
平 

山
形
字
兎
田 

猫
啼 

双
里
字
本
宮 

板
橋
字
下
松
ヶ
平 

塩
ノ
平 

南
町 

双
里
字
谷
津 

新
屋
敷
字
新
覚 

境
ノ
内 

新
町 

大
関 

同 関
脇 

同 同 小
結 

同 同 

前
頭 

同 同 同 同 同 同 同 
同 同 同 同 同 同 同 同 

同 同 同 同 

　

永
年
に
わ
た
り
、
社
会
に
貢
献
し
て
き

た
お
年
寄
り
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
日

で
す
。

　

わ
が
町
に
は
、　

歳
以
上
の
方
が
１
４

９０

９
人
い
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て
ね
！
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

　

今
年
も
恒
例
の
石
川
町
長
寿
番
付
表
を

作
成
し
ま
し
た
。
町
内
の　

歳
以
上
の
方

９０

は
１
４
９
人
（
７
月　

日
現
在
）
い
ら
っ

２１

し
ゃ
い
ま
す
。

　

横
綱
に
は
、　

歳
を
迎
え
ら
れ
た
永
沼

９９

六
郎
さ
ん
（
湯
郷
渡
字
米
子
平
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

９
月
に
は
、
行
政
区
長
や
民
生
委
員
、

婦
人
会
な
ど
各
種
団
体
の
協
力
を
い
た
だ

い
て
、
６
地
区
２
施
設
の
８
会
場
で
長
寿

を
祝
う
敬
老
会
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
の
敬
老
会
に
招
待
さ
れ
る
方
は
、

昭
和
４
年
９
月　

日
ま
で
に
生
ま
れ　

歳

１６

７５

以
上
に
な
ら
れ
た
約
２
、
２
０
０
人
の
皆

さ
ん
で
す
。
招
待
者
に
は
長
寿
を
祝
い
、

祝
金
や
祝
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

9
月
20
日
は
 

「
敬
老
の
日
」 

9
月
20
日
は
 

「
敬
老
の
日
」 

各
地
区
で
長
寿
を
祝
う
 

 

敬
老
会
を
開
催
 

9
月
20
日
は
 

「
敬
老
の
日
」 

各
地
区
で
長
寿
を
祝
う
 

 

敬
老
会
を
開
催
 

各
地
区
で
長
寿
を
祝
う
 

 

敬
老
会
を
開
催
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あ
な
た
の
保
険
料
が
支
え
ま
す
！ 

あ
な
た
の
保
険
料
が
支
え
ま
す
！ 

な
く
て
は
な
ら
な
い
制
度

な
く
て
は
な
ら
な
い
制
度 

な
く
て
は
な
ら
な
い
制
度 

…
そ
れ
が 

特　　集 FEATURE ARTICLES

●
医
療
保
険
料
（
税
）
に
上
乗
せ
し
た
形

で
納
め
ま
す
。

●
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
ご
と
の
算
定

方
法
で
決
ま
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方　
　

〔
決
め
方
〕

　

所
得
や
資
産
の
状
況
、
世
帯
に
い
る　
４０

〜　

歳
の
介
護
保
険
対
象
者
の
人
数
な
ど

６４
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。
算
定
さ
れ
た

保
険
料
の
う
ち
、
原
則
と
し
て
２
分
の
１

を
国
が
負
担
し
ま
す
。

〔
納
め
方
〕

　

医
療
保
険
分
と
介
護
保
険
分
を
あ
わ
せ

て
、
一
つ
の
国
民
健
康
保
険
税
と
し
て
世

帯
主
が
納
め
ま
す
。

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方　

〔
決
め
方
〕

　

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
ご
と
の
算
定

方
法
に
基
づ
い
て
決
め
ら
れ
ま
す
。
算
定

さ
れ
た
保
険
料
の
う
ち
、
原
則
と
し
て
２

分
の
１
を
事
業
主
が
負
担
し
ま
す
。

〔
納
め
方
〕

　

医
療
保
険
分
と
介
護
保
険
分
を
合
わ
せ

て
、
一
つ
の
健
康
保
険
料
と
し
て
給
料
か

ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
介
護
保
険
は
、
介
護
保

険
加
入
者
（
原
則　

歳
以
上
の
全
国
民
）
の
保
険
料
と

４０

国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
の
負
担
金
で
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
　

歳
以
上
の
方
の
納
め
る
保
険
料
は
、
制
度
運
営
の

６５
財
源
の
約　

％
を
占
め
る
大
切
な
も
の
で
す
。

１８

　

保
険
料
の
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
原
則
と
し
て
年
金
の
種
類
や
額
に
よ
っ

て
納
め
方
が
異
な
り
ま
す
。

●
住
ん
で
い
る
市
町
村
の
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
や
加
入
者
の
状
況
に
よ
り
市
町

村
ご
と
に
決
ま
り
ま
す
。

〔
決
め
方
〕

●
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
必
要
な
介
護
サ

ー
ビ
ス
に
か
か
る
総
費
用
に
応
じ
て

決
定
し
、
３
年
ご
と
に
見
直
し
が
行
わ

れ
ま
す
。

〔
対
象
者
〕

受
給
し
て
い
る
老
齢
・
退
職
（
基
礎
）
年

金
が
１
年
に　

万
円
以
上
の
方

１８

〔
納
め
方
〕

〔
対
象
者
〕

●
受
給
し
て
い
る
老
齢
・
退
職
（
基
礎
）

年
金
が
１
年
に　

万
円
未
満
の
方

１８

●
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
年
金
、
遺
族
年

金
の
み
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

●
年
度
途
中
に　

歳
に
な
ら
れ
た
方
や
転

６５

入
さ
れ
た
方

〔
納
め
方
〕

役
場
か
ら
送
ら
れ
た
納
付
書
で
指
定
の
金

融
機
関
で
納
め
て
い
た
だ
く
か
、
口
座
振

替
に
よ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
、
保
険
料
を

納
め
ず
、
納
付
相
談
な
ど
に
も
応
じ
て
い

た
だ
け
な
い
場
合
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

と
き
、
い
っ
た
ん
費
用
を
全
額
自
己
負
担

し
、
後
か
ら
払
い
戻
さ
れ
る
「
償
還
払
い
」

に
な
り
、
保
険
給
付
の
一
部
ま
た
は
全
額

を
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
な
ど
、
特
別
な
事
情
で
一
時
的
に

保
険
料
が
支
払
え
な
く
な
っ
た
と
き
は
、

保
険
料
の
徴
収
猶
予
や
減
免
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合

は
保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
（
�　

―
９

２６

１
２
４
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

歳
〜　

歳
の
方

４０

６４

（
第
２
号
被
保
険
者
）の
保
険
料
は

　

歳
以
上
の
方

６５（
第
１
号
被
保
険
者
）の
保
険
料
は

　

歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

６５

（
平
成　

年
度
〜
平
成　

年
度
）

１５

１７

●
石
川
町
で
は
、
負
担
が
重
く
な
ら
な
い

よ
う
に
、
所
得
や
住
民
税
の
課
税
状
況

に
よ
っ
て
６
段
階
（
通
常
５
段
階
）
に

調
整
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
で
納
め
て
い
た
だ
く
方

普
通
徴
収
で
納
め
て
い
た
だ
く
方

保
険
料
を
滞
納
す
る
と

特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合

市
町
村
で
必
要
な
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
総
費
用

　

歳
以
上
の
方
の

６５負
担
金

　

歳
以
上
の
方
の

６５人
数

市町村の保険料の
基準額

÷ ×

＝

年
金
の
定
期
支
払
い
（
年
６
回
）
の
際
に
、

介
護
保
険
料
が
あ
ら
か
じ
め
差
し
引
か
れ

ま
す
。

割　増

基準額
軽　減

割り増しの保険料を支払う方基準額の方軽減される方

第６段階第５段階第４段階第３段階第２段階第１段階
本
人
が
住
民
税
課
税
で
合

計
所
得
金
額
４
０
０
万
円

以
上

本
人
が
住
民
税
課
税
で
合
計

所
得
金
額
２
０
０
万
円
以
上

以
上
４
０
０
万
円
未
満

本
人
が
住
民
税
課
税
で
合

計
所
得
金
額
２
０
０
万
円

未
満

本
人
が
住
民
税
非
課
税

（
住
民
税
課
税
世
帯
）

世
帯
全
員
が

住
民
税
非
課
税

生
活
保
護
の
受
給
者
、
老

齢
福
祉
年
金
受
給
者
（
住

民
税
世
帯
非
課
税
）

基準額×1.90基準額×1.70基準額×1.30基準額×1.0基準額×0.70基準額×0.45

57,600円51,500円39,400円30,300円21,200円13,600円

50%

18%

32%

65歳以上の 
方の保険料 公費〔税金〕 

（国25％、都道府県12.5％、 
市町村12.5％） 

40～60歳 
の方の保険料 



9月5日（日）は 

告示日／8月19日（木）　　　投票時間／午前7時から午後7時まで 
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福
島
県
知
事
選
挙
が
９
月
５
日
に

行
わ
れ
ま
す
。

　

選
挙
は
有
権
者
が
政
治
に
参
加
す

る
最
大
の
機
会
で
あ
る
と
と
も
に
、

国
民
の
権
利
で
も
あ
り
、
責
務
で
も

あ
り
ま
す
。
大
切
な
一
票
で
す
！

　

忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　

投
票
の
で
き
る
人
は
、
ま
ず
「
選
挙
人

名
簿
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件

と
な
り
ま
す
。
今
回
の
福
島
県
知
事
選
挙

に
お
い
て
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������

�
�
�
�
�
�
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る
人
は
次
の
通
り
で
す
。

　

昭
和　

年
９
月
６
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

５９

方
で
、
石
川
町
に
引
き
続
き
３
ヶ
月
以
上

居
住
し
て
い
る
人

　

平
成　

年
５
月　

日
ま
で
に
転
入
届
を

１６

１８

出
さ
れ
て
い
る
方
で
引
き
続
き
居
住
し
て

い
る　

歳
以
上
の
人
。

２０

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
期
日

前
投
票
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
従
来
の
不

在
者
投
票
の
よ
う
に
、
投
票
用
紙
を
封
筒

に
入
れ
署
名
す
る
と
い
っ
た
手
続
き
が
不

要
と
な
り
投
票
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

投
票
日
に
仕
事
や
出
張
、
旅
行
な
ど
で

出
か
け
た
り
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
当
日

投
票
で
き
な
い
方
は
、
選
挙
告
示
の
次
の

日
の
８
月　

日（
金
）か
ら
９
月
４
日（
土
）

２０

ま
で
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

期
日
前
投
票
の
で
き
る
時
間
は
、
午
前

８
時　

分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。
郵

３０

送
さ
れ
た
入
場
券
を
も
っ
て
、
町
選
挙
管

理
委
員
会
（
役
場
総
務
課
）
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

身
体
の
不
自
由
な
方
へ

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
病
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
障
害
の
程
度

が
一
定
の
条
件
に
該
当
し
て
い
る
方
、
も

し
く
は
介
護
保
険
要
介
護
５
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方
は
「
郵
便
投
票
制
度
」
を
受

け
ら
れ
ま
す
の
で
町
選
挙
管
理
委
員
会
ま

で
お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
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い
し
か
わ 

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
パ
ー
ト
④ 

男
女
が
共
に 

働
き
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を 

　

勤
労
の
権
利
は
憲
法
で
も
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
で
あ
り
、
自
立
の
前

提
と
な
る
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
就
業
は
人
々
の
生
活
の
経
済
的
基
盤
を
形

成
す
る
も
の
で
あ
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
と
っ
て
は
極
め
て
重

要
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
が
本
格
的
に
就
業
す
る
こ
と
を
抑
制
す
る
原
因
に
は
、
強
い
性
別
役

割
分
業
意
識
の
影
響
や
女
性
が
労
働
の
場
で
一
人
前
の
労
働
力
と
し
て
扱
わ

れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
男
性
が
女
性
を
養
う
こ
と
を
前
提
と
し
た

税
制
や
社
会
保
障
制
度
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

労
働
の
場
に
お
け
る
男
女
平
等
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
性
別
役
割

分
業
意
識
を
是
正
し
、
女
性
の
勤
労
の
権
利
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、
女
性

の
能
力
を
正
当
に
評
価
し
、
共
に
働
く
仲
間
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
労
働
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
実
現
は
、
女

性
だ
け
で
な
く
男
性
に
と
っ
て
も
、
人
間
性
豊
か
な
生
活
を
確
保
し
て
い
く

上
で
大
切
な
こ
と
で
す
。
男
女
が
家
庭
的
責
任
を
担
う
と
い
う
意
識
を
広
め
、

女
性
も
男
性
も
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の
両
立
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

条
件
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

女
性
の
婚
姻
・
妊
娠
・
出
産
に
対
す
る

理
解
の
も
と
に
女
性
の
働
く
権
利
を
保
障

し
、
個
人
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
評
価

さ
れ
る
職
場
環
境
を
関
係
機
関
と
の
連
携

の
も
と
で
整
備
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
自
ら
が
労
働
意
識
を
高
め

る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
就
労
者
の
健
康

管
理
意
識
の
向
上
と
健
康
増
進
を
図
り
、

労
働
の
場
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を
進

め
ま
す
。

①
男
女
の
均
等
な
雇
用
機
会
と
待
遇
の
確

保
　

女
性
の
雇
用
機
会
や
労
働
条
件
が
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
や
労
働
基
準
法
に
基
づ

き
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
事
業
主
等
へ
の
働

き
か
け
や
法
制
度
の
周
知
徹
底
を
図
り
ま

す
。

②
農
林
業
・
商
工
業
等
の
自
営
業
に
お
け

る
共
同
参
画
の
推
進

　

農
林
業
や
商
工
業
等
の
家
族
従
事
者
な

ど
の
仕
事
の
貢
献
に
対
す
る
正
当
な
評
価

や
意
思
決
定
へ
の
参
画
が
進
め
ら
れ
る
よ

う
施
策
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

③
労
働
意
識
の
啓
発

　

女
性
自
身
の
労
働
意
識
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
学
習
機
会
の
提
供
や
啓
発
を
行
い

ま
す
。

④
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防

止
対
策
の
推
進

　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
正

し
い
知
識
の
普
及
・
啓
発
を
図
り
、
企
業

等
に
お
い
て
防
止
へ
の
取
り
組
み
が
な
さ

れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
相

談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑤
健
康
の
増
進
と
確
保

　

あ
ら
ゆ
る
就
労
者
の
心
身
の
健
康
管
理

や
体
力
づ
く
り
の
機
会
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

労
働
環
境
の
整
備

　

男
女
が
と
も
に
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が

図
れ
る
よ
う
、
育
児
・
介
護
休
業
制
度
の

定
着
推
進
と
、
様
々
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
質
の
高
い
子
育
て
環
境
の
整
備
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
起
業
家
や
こ
れ
か
ら
事
業

を
起
こ
す
人
な
ど
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

あ
っ
た
就
業
機
会
の
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
、
多
様
な
就
業
ニ
ー
ズ
を
持
つ
女
性
が

主
体
的
に
能
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、

職
業
能
力
の
開
発
や
支
援
に
努
め
ま
す
。

①
育
児
・
介
護
休
業
制
度
の
定
着

　

育
児
・
介
護
休
業
制
度
の
取
得
促
進
を

め
ざ
し
、
制
度
の
普
及
・
啓
発
を
推
進
し

ま
す
。

②
子
育
て
環
境
の
整
備

　

共
働
き
家
庭
の
一
般
化
や
就
労
形
態
の

多
様
化
等
に
よ
る
様
々
な
保
育
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
、
子
育
て
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談
体
制
の
充

実
や
同
じ
悩
み
を
持
つ
親
同
士
が
相
談
し

あ
え
る
子
育
て
グ
ル
ー
プ
活
動
へ
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

③
多
様
な
働
き
方
に
対
応
し
た
就
業
機
会
の

拡
大

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ

た
働
き
方
が
選
択
で
き
る
よ
う
、
多
様
な

働
き
方
の
就
業
機
会
の
拡
大
を
図
り
、
就

業
に
必
要
な
情
報
や
仕
事
に
関
す
る
情
報

な
ど
を
提
供
し
、
女
性
の
就
業
を
促
進
し

ま
す
。 仕

事
と
家
庭
の

両
立
の
た
め
の
環
境
整
備
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石
川
町
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
　
パ
ー
ト
④ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
　 

町
で
は 

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？ 

!! 

　

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
。
町
で
は
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
を
踏
ま
え
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
く
の
か
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
、
展
開
を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

��������	
��
�����

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

　

世
界
の
国
々
が
１
９
９
７
年
７
月
に
京
都
に
集
ま
っ
て
、
地

球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
と
い
う
国
際
会
議
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
日
本
は
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
２

０
０
８
年
〜
２
０
１
２
年
の
平
均
値
で
、
１
９
９
０
年
に
比
べ

６
％
削
減
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

　

こ
の
約
束
を
踏
ま
え
、
日
本
で
は
２
０
１
０
年
度
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
う
ち
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
１
９
９
０
年
度
と

同
程
度
ま
で
減
ら
す
こ
と
し
ま
し
た
。

住宅や会社に新エネルギーを導
入してもらえるように、情報発信
や助成・制度を充実させます。 

●インターネット、パンフレット、
広報誌などを通じて新エネル
ギーに関する情報を発信しま
す。 

●新エネルギーの展示会やセミナーを開
いて、みんなに新エネルギーを理解す
る場を提供します。 

●新エネルギーに関する相談窓口を設置
します。 

●みんなと町が協力し合い、そして話し
合いをしながら新エネルギーの導入が
進むように、推進体制を充実します。 

●住宅用太陽光発電システムの設置者に
対し、助成を行います。 

���������	
��


　みんなのお手本になるように、ま
ずは公共施設に積極的に新エネルギ
ーを導入したり省エネルギーを推進
していきます。 

●学校や集会場など公共施設を
新しく建てるときや、古い建物
を建て直すときは、できるだけ
新エネルギーを導入します。 

●役場では、資源分別を徹底し、コピー
用紙は裏面を利用し、資源の循環を図
ります。 

●自動車での通勤をなるべく減らし、徒
歩や自転車を利用します。 



・・・ 
身近に行われている 

楽しいイベントや 

明るい話題などを 

役場総務課まで 

お寄せください。 
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６
月
６
日
、石
川
町
共
同
福
祉
施
設
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
石
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
「
ク

リ
ス
タ
ル
コ
ン
サ
ー
ト　

」が
開
か
れ
ま
し
た
。

'０４

　

町
内
外
か
ら
２
０
０
人
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

フ
ァ
ン
が
来
場
。
高
橋
貞
春
さ
ん（
栃
木
県
在

住
）
の
指
揮
で
、
ハ
イ
ド
ン
「
交
響
曲
第　
４４

番
」
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
前
半
の
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ

「
調
和
の
霊
感
」
で
は
大
竹
民
栄
さ
ん
（
白

河
市
）、
吉
井
雅
子
さ
ん
（
仙
台
市
）
が
そ

れ
ぞ
れ
独
奏
を
披
露
し
､
訪
れ
た
聴
衆
は

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
美
し
い
音
色
を
存
分
に

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、

桜
ヶ
丘
学
園
の
子
供
た
ち
も
招
待
さ
れ
、

生
の
演
奏
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

石
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

ク
リ
ス
タ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　

６
月　

日
、
中
田
区
・
中
田
郷
活
性
化

１６

委
員
会
は
、
町
長
室
に
お
い
て
「
日
本
の

里
地
里
山　

・
保
全
活
動
コ
ン
テ
ス
ト
」
受

３０

賞
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
読

売
新
聞
社
主
催
・
環
境
省
共
催
に
よ
り
全
国

の
中
か
ら
特
に
里
地
、
里
山
の
保
全
活
動
に

優
れ
た
団
体
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

中
田
区
で
は「
過
疎
高
齢
化
の
進
む
集
落
で

地
域
づ
く
り
を
」
と
里
山
の
再
生
、
炭
焼
き
の

技
術
の
復
活
、民
俗
芸
能
の
伝
承
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
塩
田
寿
男
区
長
、大
竹
芳
節
委
員

長
が
訪
れ「
今
後
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
よ
り
良

い
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

中
田
地
区
の
里
地
里
山

日
本　

選
に

３０

　

５
月　

日
Ｊ
Ａ
農
産
物
直
売
所
あ
ぶ
く
ま

１４

安
心
館
に
お
い
て
「
農
家
の
窓
�
た
っ
ち
ゃ

ん
�」
の
運
用
開
始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、食
品
の
安
全
性
と
品
質

を
確
保
す
る
た
め
同
直
売
所
で
消
費
者
が
パ

ソ
コ
ン
の
画
面
を
タ
ッ
チ
し
な
が
ら
気
軽
に

生
産
者
の
顔
や
生
産
過
程
、
農
家
の
耳
寄
り

情
報
（
料
理
レ
シ
ピ
）
な
ど
が
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
今
後
は
自
宅
か
ら
で
も
情
報
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
高
原
組
合
長
ら
の
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
で
運
用
開
始
を
祝
い
ま
し
た
。

あ
ぶ
く
ま
安
心
館
で

生
産
者
の
顔
が
見
れ
ま
す
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６
月　

日
〜　

日
ま
で
、
全
国
高
等
学

１７

１８

校
ゴ
ル
フ
選
手
権
東
北
大
会
（
個
人
の
部
）

及
び
東
北
中
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会（
個

人
の
部
）
が
石
川
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

東
北
各
県
か
ら
１
２
３
名
の
参
加
（
学
法

石
川
か
ら
７
名
）
に
よ
る
個
人
戦
で
上
位
者

は
８
月
鹿
児
島
県
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。東
北
高
校
や
仙

台
育
英
な
ど
数
々
の
プ
ロ
選
手
を
輩
出
す
る

強
豪
高
校
の
選
手
た
ち
も
多
数
参
加
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
コ
ー
ス
状
況
も
良

好
の
中
、選
手
た
ち
は
礼
儀
正
し
く
真
剣
に
プ

レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

中
学
、
高
校
ゴ
ル
フ
選
手
権

東
北
大
会
が
開
催

　

７
月　

日
郡
内
初
の
知
的
障
害
者
の
た
め

１８

の
小
規
模
作
業
所
「
よ
つ
ば
工
房
」（
芳
賀
恵

子
所
長
）
の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、今
春
石
川
養
護
学
校
を
卒
業

し
た
５
人
が
郷
千
代
子
さ
ん
ら
の
指
導
の
も

と
介
護
用
手
縫
い
握
り
棒
づ
く
り
、
植
木
の

手
入
れ
や
草
む
し
り
な
ど
の
作
業
の
請
負
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
一
生

懸
命
つ
く
る
握
り
棒
は
、現
在
の
需
要
は
郡

内
の
老
人
施
設
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

「
今
後
が
ん
ば
っ
て
広
め
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

よ
つ
ば
工
房
が
開
所

　

７
月
１
日
沢
田
中
学
校
前
に
お
い
て「
子
ど

も
見
守
り
隊
」の
出
発
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
隊
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
事
故
、犯

罪
か
ら
守
る
た
め
防
犯
協
会
沢
田
支
部（
野
崎

謙
治
支
部
長
）が
中
心
と
な
り
地
元
各
団
体
の

協
力
を
え
て
発
足
し
ま
し
た
。
地
区
内
を
巡

回
し
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
を
中
心
に
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
日
は
出
発
式
の
後
、
チ
ラ
シ
を
配
布

す
る
な
ど
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
見
守
っ
て
い
こ
う
と
啓
発
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

地
域
で
守
ろ
う

子
ど
も
見
守
り
隊
出
発
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職
業
▽
白
河
市
に
あ
る
、
尾
股
耳
鼻
咽
喉
科
医

院
で
、
医
療
事
務
を
し
て
い
ま
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
は
何
で
す
か

石
川
町
の
女
子
フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム

に
所
属
し
、
週
１
回
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー

ク
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
大
会
で
優
勝

目
指
し
て
、
３
人
の
か
っ
こ
い
い
コ
ー
チ
と
一

緒
に
楽
し
く
、
が
ん
ば
っ
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

将
来
や
っ
て
み
た
い
こ
と
や
夢
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い

現
在
の
職
場
で
は
、
患
者
さ
ん
の
笑
顔

を
見
る
こ
と
が
一
番
う
れ
し
い
で
す
。

ま
た
ど
ん
な
に
つ
ら
い
事
が
あ
っ
て
も
、
患
者

さ
ん
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
や
た
く

さ
ん
の
思
い
や
り
と
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る

の
で
、
人
の
笑
顔
を
見
れ
る
そ
し
て
た
く
さ
ん

の
笑
顔
を
あ
げ
れ
る
事
務
員
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

ま
ず
は
、
沢
田
に
は
街
路
灯
が
と
て
も

少
な
く
暗
い
の
で
、
も
っ
と
街
路
灯
を

増
や
し
て
ほ
し
い
こ
と
。
も
う
１
つ
は
ア
パ
ー

ト
が
少
な
く
、
石
川
か
ら
出
て
行
っ
て
し
ま
う

人
も
多
い
の
で
、
安
い
ア
パ
ー
ト
を
造
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

最
後
に
理
想
の
タ
イ
プ
は

子
供
が
好
き
で
、
い
つ
も
笑
顔
で
い
れ

る
人
。

次
回
は
、
江
尻
さ
ん
の
紹
介
で

遠
藤　

拓
也
さ
ん
で
す
。

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
２
人
授
か
り
、
孫
が
３
人
に

な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か
せ

５０

て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年
４
月
に
結
婚
。
稲

２８

作
、
酪
農
、
加
工
ト
マ
ト
の
生
産
な
ど

を
行
う
専
業
農
家
で
し
た
。
ま
た
昨
年
ま
で
は
、

　

年
間
リ
ン
ゴ
栽
培
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

２０ま
し
た
。
農
業
は
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
く
苦

労
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
大
過
な
く
や
っ
て
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
現
在
は
孫
た
ち
も
大
き
く
な
り
、

趣
味
を
満
喫
し
な
が
ら
の
ん
び
り
と
過
ご
し

て
お
り
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

利
雄
さ
ん　

庭
木
の
手
入
れ
と
温
泉

旅
行
で
す
。

カ
ツ
子
さ
ん　

ス
ポ
ー
ツ
民
謡
と
温
泉
旅
行

で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

え
て
く
だ
さ
い

リ
ン
ゴ
の
花
が
満
開
の
と
き
に
そ
こ

か
ら
眺
め
る
那
須
連
峰
の
景
色
で
す
。

残
雪
の
白
と
リ
ン
ゴ
の
花
の
白
さ
が
調
和
し

と
て
も
美
し
い
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

こ
れ
か
ら
町
の
主
役
と
な
っ
て
い
く

若
者
の
定
住
の
た
め
雇
用
対
策
な
ど

最
大
限
の
努
力
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

住所／沢井字十三塚

高木　利雄さん（７３歳）
　　カツ子さん（６９歳）

赤羽字森屋段
江尻　千鶴さん
（20歳）
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聞 い て み ま し た 町 の 声 

「私のふるさと」は、町外から石川町に
来られた方々を紹介していきます。６
地区を巡回し、みなさんの生まれ育っ
たふるさとの思い出、石川町の印象な
どをお聞きしています。登場を希望さ
れます方は、総務課広報広聴係までご
連絡ください。 

東
京
都
世
田
谷
区 
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◆あなたの故郷はどんな所ですか
　東京２３区の南西部、閑静な住宅街と昔な
がらの下町が混在する人口約８０万人の東
京都世田谷区です。
　私の実家は三軒茶屋でとうふ店を営ん
でおります。現在はおしゃれな街として知
られていますが商店街などは下町の雰囲
気も残っています。
　実家は職業がら朝がとても早かったの
ですが、早朝は東京もまだ空気も澄んでい
て静かな時間だったことを覚えています。
◆いつ、石川町に来ましたか
　平成６年に来ました。
◆石川町の印象は
　引越し時期がちょうど４月でした。川沿
いの桜がとてもきれいで引越しの片付け
も忘れ家族で散歩してしまいました。
　山には山菜、庭にもふきのとうなど自然
の恵みを存分に感じながら生活していま
す。川もきれいで子供たちの格好の遊び場
となっています。
◆町政に望むことは何ですか
　大人はもちろん子どもたちも気軽に集
まれる場所をつくってほしいと思います。
また、通学路の安全を確保してもらいたい
と思います。

●
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

私
は
、南
町
で
洋
風
居
酒
屋
ビ
ア
ー
ズ
を
営
ん

で
お
り
ま
す
。今
年
６
月
で
３
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。オ
ー
プ
ン
当
初
は
こ
の
不
景

気
な
時
期
に
無
謀
で
は
な
い
か
と
い
う
助
言
も

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、こ
う
い
う
ご
時
世
だ
か
ら

こ
そ
が
ん
ば
っ
て
「
あ
と
は
這
い
上
が
る
だ
け

だ
」と
心
に
決
め
お
店
を
始
め
ま
し
た
。
最
初
の

う
ち
は
い
ろ
い
ろ
と
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
で
は
お
客
さ
ん
に
「
い
い
店
だ
ね
」
と

お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
く
く
ら
い
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
自
分
で
は
�
ま
だ
ま
だ
�
と
思
っ
て

い
ま
す
が
…
。
た
だ
、自
信
を
も
っ
て
言
え
る
こ

と
が
一
つ
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
う
ち
の
店
は
店
が

よ
い
の
で
は
な
く
、い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
る

人
達
「
お
客
様
」
に
恵
ま
れ
て
い
る
ん
で
す
。
だ

か
ら
、い
い
店
に
見
え
る
ん
で
す
！
と
胸
を
張
っ

て
言
っ
て
ま
す
。
生
意
気
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
の
こ
と
が
店
を
始
め
て
一
番
心
に
思
う
こ
と

で
す
。こ
れ
か
ら
も
お
客
様
と
仲
間
の
よ
う
に
楽

し
め
る
店
作
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か

　

上
下
関
係
が
結
構
好
き
で
す
。普
通
は
社
会
人

に
な
る
と
な
く
な
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
が「
俺
、

○
○
中
学
校
！
」「
俺
、
○
○
高
校
！
」
な
ど
の

話
題
で
「
あ
！
先
輩
で
す
ね
」「
な
ん
だ
後
輩
な

ん
だ
」な
ど
の
礼
儀
と
い
う
か
そ
う
い
う
つ
な
が

り
が
強
い
町
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

先
輩
と
後
輩
で
助
け
合
い
が
ち
ゃ
ん
と
し
て
い

る
石
川
町
っ
て
私
は
好
き
で
す
。

●
ど
ん
な
将
来
を
望
み
ま
す
か

　

子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
時
に「
あ
の
時

は
楽
し
か
っ
た
ね
」と
思
い
出
話
が
出
来
る
町
ぐ

る
み
の
行
事
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
デ
ィ
ー
な
ど
と
い
っ
た
よ
う
な

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
め
る
よ
う
な
行
事

を
増
や
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。そ
し
て
子
ど
も

た
ち
の
喜
ぶ
姿
を
見
な
が
ら
大
人
も
笑
顔
を
絶

や
さ
ぬ
町
、石
川
町
と
い
う
よ
り
は「
石
川
家
」の

よ
う
な
大
家
族
的
で
明
る
い
町
づ
く

り
が
出
来
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま

す
。

最
後
に
好
き
で
す
�
石
川

町

心
か
ら�
石
川
町
が
好
き
で
す
！
�と
言
え
る
よ
う
に

▲子供達の思い出づくりが求めら
れます

双里字神主双里字神主

酒井 孝子酒井　孝子さんさん

南町 我妻　和彦さん
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編
纂
室
だ
よ
り 

84

　

去
る
６
月　

日
に
本
年
度
の
町
史
編
纂
委
員
会
（
委
員
長　

西
牧
立
博
町

２９

長
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
こ
れ
ま
で
の
基
本
計
画
の
見
直
し
を
行

う
と
と
も
に
、
新
・
石
川
町
史
本
編
の
刊
行
を
開
始
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。

　

当
初
、
全　

巻
で
計
画
し
た
町
史
編

１５

纂
事
業
で
し
た
が
、
平
成　

年
に
全　

１４

１０

巻
に
縮
小
し
ま
し
た
。
し
か
し
町
財
政

状
態
の
厳
し
さ
が
続
い
て
い
る
た
め
、

今
回
再
度
の
改
訂
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
巻
構
成
は
次
の
通
り
で
す
。

　

石
川
町
ク
ラ
ス
の
歴
史
と
規
模
を
も

　

い
よ
い
よ
本
年
度

　
　

第
７
巻『
文
化
・
旧
町
村
史
』発
刊

町
史
は
全
８
巻
に

つ
自
治
体
と
し
て
は
、
こ
れ
が
最
小
限

度
の
巻
数
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ち
な
み

に
三
春
町
史
は
全　

巻
、
梁
川
町
史
は

１０

全　

巻
、
本
宮
町
史
は
全　

巻
で
す
。

１２

１３

　

第
１
巻
通
史
編
１　

原
始
・
古
代
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
世
・
近
世

　

第
２
巻
通
史
編
２　

近
代
・
現
代

　

第
３
巻
資
料
編
１　

考
古
・
古
代
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
世

　

第
４
巻
資
料
編
２　

近
世
・
近
代
�

　

第
５
巻
資
料
編
３　

近
代
�
・
現
代

　

第
６
巻
各
論
編
１　

自
然
・
民
俗

　

第
７
巻
各
論
編
２　

文
化
・
旧
町
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　

史

　

別
巻『
ビ
ジ
ュ
ア
ル
石
川
町
の
歴
史
』

（
平
成　

年
発
刊
済
）

１２

　

発
刊
順
序
は
準
備
の
都
合
上
先
ず
第

文化・旧町村
史 

７
巻
を
最
初
に
し
ま
す
。
完
結
時
期
は

平
成　

年
度
に
な
る
予
定
で
す
。

２２

　

本
年
度
の
事
業
計
画
は
、
各
巻
の
編

集
準
備
の
ほ
か
に
歴
史
講
座
「
石
川
町

の
近
世
」
を
計
画
し
ま
す
。
ま
た
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
進
め
て

い
る
資
料
調
査
は
今
後
も
継
続
し
、
母

畑
・
山
橋
地
区
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺

っ
た
民
俗
調
査
も
、
今
年
は
野
木
沢
地

区
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
町
史
編
纂
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
第
７
巻
『
文
化
・
旧
町
村
史
』

の
詳
し
い
内
容
と
入
手
方
法
に
つ
い
て

は
、
後
日
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

民
俗
調
査
も
実
施

　

戦
国
期
の
日
本
の
歴
史
に
大
き

く
影
響
を
及
ぼ
し
た
伊
達
政
宗
と

政
宗
の
叔
父
に
あ
た
る
石
川
昭
光

と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
貴
重
な
書

状
が
初
公
開
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
開
催
さ
れ
る
「
石
川
町
の

中
世
世
界
」
展
に
展
示
さ
れ
る
資

料
は
、
昨
年
９
月
に
町
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
伊
達
政
宗
自
筆

書
状
を
中
心
に
、
戦
国
と
い
う
大

き
な
時
代
の
う
ね
り
の
中
で
、
伊
達
氏
と
石
川
氏
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に

あ
っ
た
か
を
理
解
す
る
上
で
、
貴
重
な
歴
史
資
料
が
公
開
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代
と
い
う
動
乱
の
時
代
に
生
き
た
武
士
・
石

川
氏
と
、
民
衆
が
残
し
た
軌
跡
を
一
同
に
展
示
し
、
優
れ
た
文
化
財
鑑
賞

の
場
を
広
く
提
供
す
る
と
と
も
に
、
文
化
財
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

期　
　

日　
　

平
成　

年
８
月
６
日
（
金
）
〜　

月　

日
（
日
）

１６

１１

２８

観
覧
時
間　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

※
月
曜
・
祝
日
休
館

会　
　

場　
　

石
川
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館　

３
階
展
示
場

展
示
内
容　
　

石
川
町
指
定
有
形
文
化
財
「
伊
達
政
宗
自
筆
書
状
」
を
中

　
　
　
　
　
　

心
に
、
石
川
氏
ゆ
か
り
の
品
々
と
、
発
掘
調
査
出
土
資
料

　
　
　
　
　
　

を
展
示

観　
覧　
料　
　

無　

料

主　
　

催　
　

石
川
町
教
育
委
員
会

伊
達
政
宗
自
筆
書
状

８
月
６
日
か
ら
開
催

全
国
初
公
開
�

特
別
企
画
展

「
石
川
町
の
中
世
世
界
」
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暮らしの豆知識 
みんなで 
エコライフ 

家
庭
・
オ
フ
ィ
ス
で
で
き
る
 

省
エ
ネ
18
の
提
案
 

●
肥
満
は
生
活
習
慣
病
の
予
備
軍

　

ベ
ル
ト
の
穴
が
１
つ
広
が
る
と
「
寿
命
が
３

年
短
縮
」
な
ど
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
太
り
す

ぎ
は
健
康
の
大
敵
で
す
。
肥
満
は
食
べ
過
ぎ
・

運
動
不
足
・
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
主
な
原
因
で
、

が
ん
・
糖
尿
病
・
高
血
圧
や
心
臓
・
脳
血
管
疾

患
な
ど
生
活
習
慣
病
の
予
備
軍
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

●
１
口　

回
で
肥
満
解
消

３０

　

近
年
、
噛
む
こ
と
が
食
べ
す
ぎ
を
抑
制
し
、

肥
満
を
効
果
的
に
防
ぐ
こ
と
が
科
学
的
に
も
解

明
さ
れ
て
き
ま
し
た
。「
も
っ
と
食
べ
ろ
」
と
い

う
命
令
は
脳
の
視
床
下
部
に
あ
る
摂
食
中
枢

「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
と
い
う
感
覚
は
満
腹
中
枢

で
出
し
て
い
ま
す
。
実
は
噛
む
こ
と
が
こ
れ
ら

二
つ
の
中
枢
を
調
節
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
の
で
す
。
よ
く
噛
む
と
、
満
腹
中
枢

が
活
動
し
、
摂
食
中
枢
が
抑
制
さ
れ
ま
す
。
反

対
に
、
噛
ま
な
け
れ
ば
、
何
か
「
物
足
り
な
い
」

と
食
べ
過
ぎ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
噛

む
こ
と
は
生
活
習
慣
病
に
直
結
す
る
内
臓
脂
肪

の
分
解
に
関
与
す
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
１
口　

回
」
程
度
を
目
標
に
し
て
よ
く
噛
み
、

３０

肥
満
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

●
噛
ん
で
ボ
ケ
予
防

　

最
近
の
研
究
で
、
噛
む
こ
と
が
空
間
認
知
機

能
（
例
え
ば
、
外
出
し
て
帰
宅
す
る
記
憶
力
）

を
担
当
す
る
脳
の
海
馬
領
域
の
神
経
細
胞
を
活

性
化
す
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

ヒ
ト
で
も
、
高
齢
者
ほ
ど
噛
む
こ
と
が
海
馬
の

活
性
化
と
記
憶
力
の
維
持
・
向
上
に
関
係
し
て

い
る
こ
と
も
解
明
さ
れ
ま
し
た
。
最
近
、
物
忘

れ
が
心
配
と
い
う
人
は
、
毎
日
の
食
事
で
「
１

口　

回
」
を
目
標
と
し
て
、
よ
く
噛
む
こ
と
を

３０
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
ガ
ム
は
噛
む
こ
と
を

忘
れ
た
現
代
人
に
と
っ
て
「
ボ
ケ
予
防
の
健
康

グ
ッ
ズ
」
と
い
え
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

　「ハッピースマイル」では、１歳
から３歳までのお子さんの写真を
募集しています。 
　応募方法は、お子さんの写真、名前、
誕生日、電話番号を明記して、封書
で役場総務課広報広聴係までお便
りください。後日担当が撮影にお伺
いします。応募多数の場合は、掲載
できない場合もありますので予め
ご了承願います。 

ハッピー
　スマイル

山形字岸久内
平成１４年１２月１３日生まれ
章浩さん・由美さんの長女

「ダンスが大好きな彩乃です。笑ったり泣いたり  
にぎやかな毎日です。これからも大きくなあれ�」

立ヶ岡
平成１４年１２月２０日生まれ
学さん・利香さんの長女

「いっぱい遊んでいっぱい食べて元気に
すくすく育っていってね！」

高
原　
 
彩  
乃 
ち
ゃ
ん

あ
や 
の

近
藤　
 
愛  
華 
ち
ゃ
ん

ま
な 
か

�
�
�
�
�
�

59

不
必
要
な

不
必
要
な

エ
ア
コ
ン
の
使
用
を

エ
ア
コ
ン
の
使
用
を

控
え
ま
し
ょ
う
！

控
え
ま
し
ょ
う
！

必
要
の
な
い
と
き
に
も
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
っ

放
し
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
１
日
１
時
間
エ

ア
コ
ン
の
使
用
を
控
え
ま
し
ょ
う
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「町の検診を
　　　活用してください」

　町では、結核検診や基本健診、
がん（肺がん・大腸がん・乳が
ん・子宮がん・胃がん）検診を
実施しています。検診によって
少しばらつきはありますが、町
で受けると希望した人のうち、
実際に受診した人は、結核検診
と基本健診では約５０％ですが、
子宮がんと胃がん検診では約
２８％、大腸がん検診は約１６％、
と受けていない人が多いのが
現状です。希望した人に検診録
を配布していますが半数以上
が受けていないのは、どうして
なのでしょう。検診は自覚症状

のない病気を早期に発見する
のが目的ですので、今の元気な
時に受けて欲しいのですが・・・。
精密検査により病気が発見さ
れる人もいます。他の病気が見
つかって治療に結びついてい
る人も増えています。しかし、
病気はもちろん他にもありま
すので、「町の検診を受ければ
すべて安心」というわけではあ
りません。
　これらの検診をすべて病院
で受けるとなると大変ですが、
なかなか自分で受けに行く機
会をつくるのはむずかしいの
で、ぜひ利用して欲しいと思い
ます。検診で防げる病気で大切
な命を落とさないために…。

��������	
��
�������

交通事故と国保

　交通事故など、第三者の行為によって受けた傷病の医療
費は、原則として加害者が全額負担すべきものです。しか
し、その賠償が遅れたりするときなどは、国保の保険証で
診療を受けることができます。

◆届出を出しましょう

　国保が負担した費用は、国保
があとから加害者に請求しま
すので、診療を受ける前に、必
ず国保に「第三者行為による傷
病届」を提出してください。

　届出に必要なもの　

　　　�交通事故証明書（後でも可）
　　　�保険証　　�印かん

※ ただし、次の場合には国保は使えません。
① 加害者からすでに治療費を受け取っているとき
② 業務上のけがのとき
③ 飲酒運転、無免許運転などによりけがをしたとき

―　示談は慎重に　―
　国保へ届け出る前に示談をすると、その
取り決めが優先して、国保から加害者に医
療費を請求できないときがあります。後遺
症の治療なども考慮して、必ず示談の前に
国保に届け出てください。

　私たちの体を作っているのは、１日３回の食事ですね。
４月号に続いて、健康的な食生活を実践するためのア
ドバイス「食生活指針」１０項目の中の１つを載せてみ
ました。

塩辛い食品を控えめに、食塩は１日10g 
未満にしましょう。 
○薄味なものから食べ始めましょう！ 

脂肪のとりすぎをやめ、動物、植物、魚などの脂肪を 
バランスよくとりましょう。 

○同じものを続けて食べないように！ 

加工品などの栄養成分表示を見て、食品や外食を選ぶ 
習慣を身に付けましょう。 

○見えない塩分・脂肪分をチェック 

食塩や脂肪は控えめに 
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こんにちは
赤ちゃん

お くやみ

8月 ●August

保健センター
老人福祉センター

保健センター

町民グラウンド
クリスタルパーク石川

石川町役場
保健センター
保健センター
老人福祉センター

クリスタルパーク石川
町民グラウンド

クリスタルパーク石川

すくすく教室（９：３０～）
心配ごと相談（１０：００～）

三種混合（１２：３０～）

会長旗野球大会（７：００～）
第５回南東北空手道選手権大会

交通事故相談（１０：００～）
１歳児健診（９：３０～）
３歳児健診（１３：３０～）
心配ごと相談（１０：００～）

新田区スポーツ大会
会長旗野球大会（７：００～）

石川地区小中学校音楽祭

�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

16
17

18
19
20
21
22

23
24
25
26
27
28
29

30
31

町県民税（２期分）
国民健康保険税（２期分）
介護保険料（２期分）

住 所保 護 者氏 名

梅津　 光  希  （辰　也・裕　子） 鹿ノ坂
みつ き

三瓶　　 翔  （好　隆・真由美） 沢　井
かける

遠藤　 瑞  己  （建　治・美　穂） 板　橋
みず き

渡辺　 歩  未  （友　広・幸　子） 屋敷入
あゆ み

十文字 息  吹  （康　行・祥　子） 南山形
い ぶき

十文字 尋  哉  （正　木・洋　子） 南山形
ひろ や

生田目 裕  梨  （富　雄・ユ　キ） 沢　井
ゆ り

関根　 悠  妃  （萩　壱・美　咲） 矢ノ目田
ゆう き

（平成１６年６月１日～６月３０日まで届出分　敬称略）

9月 ●September

保健センター
保健センター
町民グラウンド

町民グラウンド
クリスタルパーク石川

老人福祉センター
保健センター
保健センター

保健センター

町民グラウンド

保健センター

防災の日
離乳食教室（９：１５～）
１歳６ヶ月児健診（１３：３０～）
協会杯ゲートボール大会（７：００～）

若鷲旗小学生ソフトボール大会（７：００～）
石川剣道連盟剣道大会

心配ごと相談（１０：００～）
ひまわり教室（９：３０～）
２歳児健診（９：３０～）
救急の日
３～４ヶ月児健診（１３：３０～）

協会杯野球大会（７：００～）

すくすく教室（９：３０～）
老人の日

�

�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

1

2
3
4
5

6
7
8

9
10
11
12
13
14
15

住 所　 氏　 名　

大　串　福　巳　　　　　北　山
添　田　憲　治 　　　　　中　野
鈴　木　和　弘 　　　　　塩　沢
中　田　一　二 　　　　　境ノ内
二　瓶　ミ　ヱ 　　　　　中　野
遠　藤　　清　　　　　　山　形
二　瓶　トキ子 　　　　　中　野
古　川　　　　　　　　　 当　町
渡　　　いねよ 　　　　　母　畑

�������������	

�����

　 新　 郎　 新　 婦 （ 出 身 地 ）　

三瓶　祐嗣（郡山市  ）・関根　裕子（ 母　畑）

カップル誕生



町民憲章 町の人口 

ふるさとの花だより 

小さな美術館 ●第209回  
　中田保育所  

施設の紹介  　四季の移り変わりがしっかりと感じとれる豊かな自然環境の中で１１名の子供たちが元気いっぱい生活しています。 

編集後記 
　おじいちゃん、おばあちゃんの
特集を組みました。石川町には元
気なお年寄りがたくさんいらっし
ゃいますね。高度経済成長により
世の中に“もの”があふれてきま
した。ものや便利さを求めること
が欲を満たす最大の手段となり
ました。今、不景気とささやかれ
ている中でこの“欲”はどこへ向
ければいいのでしょう？知ってい
るのは、さまざまな時代を生きて
きたお年寄りかもしれませんね。 

（吉田知克） 

　日本の水田や小川にも自生する沈水性の1

年草です。オオバコに似た葉をつけることか

らミズオオバコと名付けられました。3枚のう

すいピンクを帯びた白い花弁をもちます。 

（写真提供／関根政信さん） 

　母畑保育所に通う桑澤紅葉さん（中央）と祖父
の和治さん（右）祖母の千恵子さん（左）です。 

表紙の 登場人物 

1.自然と文化を愛し 
　　　　　　　豊かな町をつくりましょう 
1.親切と勤労をむねとし 
　　　　　　　住みよい町をつくりましょう 
1.歴史と未来をみつめ 
　　　　　　　誇りある町をつくりましょう 

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360 
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

19,093人（－27） 

（  ）内前月比 

●7月1日現在住民基本台帳● 

男 
女 

世帯数 

9,332人（－16） 
9,761人（－11） 
5,572戸（－10） 

ミズオオバコ（トチカガミ科） 

7月24日は、中田保育所の花火大会。 
みんなで折った折り紙が、こんなすてきな花火になりました。 

ゆかた姿もかわいいでしょ！ 

みんなで花火大会
のポス

ターを作ったよ!みんなで花火大会
のポス

ターを作ったよ!

瀬谷 直矢さん 
なお や 

大竹 浩美さん 
ひろ み 

吉田つばささん 

鈴木 彰一郎さん 
しょういちろう 

堀江 葉月さん 
は づき 

滝川 怜奈さん 
れい な 

三森 智明さん 
ともあき 

堀江 太樹さん 
たいじゅ 

矢吹 望帆さん 
み　ほ 

瀬谷 悠輔さん 
ゆうすけ 

岩谷 知紀さん 
とも き 
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